
花
園
会
報　

東
園
お
盆
号

平
成
三
十
年
七
月
二
十
日
発
行

如
幻
三
昧
集
の
訓
注
本
で
あ
る『
訓
注
如
幻
三
昧

集
』の
出
版
記
念
講
演
会
が
僧
俗
百
五
十
余
名
の
お

参
り
の
も
と
無
事
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。記
念
事
業
で

あ
る
肯
山
公
尊
像
開
眼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ご
協
力

頂
い
た
法
縁
各
位
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。お
か
げ
さ
ま
で
肯
山
公
尊
像
無
事
開
眼
、さ
ら

に
は
ご
芳
志
に
よ
り
、市
内
小
中
学
校
全
生
徒
に

『
お
殿
様
の
町
お
こ
し
〜
貞
享
特
令
』を
配
布
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
、綱
村
公
の
事
績
を
熟
考
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
が
、公
が
財
政
難
の
中
、寺
社
の
建
立
復
興
、藩

内
工
芸
の
奨
励
な
ど
現
代
に
生
き
る
仕
事
を
遺
さ

れ
た
こ
と
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。塩
竈
市
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
途
上
に
あ
り
ま
す
が
、

肯
山
公
の
恩
徳
に
報
い
る
べ
く
、さ
ら
に
精
進
致
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

東
園
寺
住
職　

千
坂
成
也

塩
竈
開
港
恩
人
伊
達
綱
村
公
三
百
年
遠
忌
逮
夜
法
要

　
『
訓
注
如
幻
三
昧
集
』出
版
記
念
講
演
会

檀
信
徒
法
縁
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
愈
々
ご
清

祥
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
も
東
園
お
盆
号
発
行
の
時
節
と
な
り
ま
し

た
。本
号
を
ご
高
覧
の
上
、心
お
だ
や
か
に
ご
先
祖

様
を
お
迎
え
す
る
ご
準
備
を
し
て
頂
き
ま
す
様
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
去
る
六
月
十
七
日
午
後
四
時
よ
り
綱
村
公

三
百
年
遠
忌
逮
夜
法
要
と
綱
村
公
の
著
作
で
あ
る
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地
蔵
流
し
法
要

〜
東
日
本
大
震
災
物
故
者
供
養

　

各
家
先
祖
供
養　

仏
教
文
化
講
演
会
〜

『
声
明
と
和
太
鼓
の
コ
ン
サ
ー
ト
』

出
演　

各
宗
派
僧
侶　

打
藝
衆「
傀
」

 

平
成
三
十
年
九
月
五
日（
水
）午
前
十
一
時

 

（
開
場
十
時
三
十
分　

終
了
十
二
時
三
十
分
頃
）

会
場　

塩
釜
壱
番
館
五
階
遊
ホ
ー
ル　

塩
釜
市
本
町
一
―

一

 

お
問
合
せ
は
寺
務
所
ま
で　

会
費
二
千
円



法
要
と
法
話
が
ご
ざ
い
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
。・
軽
食
を
準

備
し
て
お
り
ま
す
。・
会
費
3
０
０
円

○
七
如
来
名
号（
精
霊
札
）授
与

・
七
如
来
は
お
盆
供
養
の
本
尊
様
で
す
。お
盆
中
は
施
餓
鬼
棚
か
仏
壇

の
中
央
に
安
置
し
、ご
先
祖
様
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

・
七
如
来
名
号（
精
霊
符
）は
８
月
８
日
の
開
眼
法
要
後
よ
り
授
与
申

し
上
げ
ま
す
。

○
お
墓
掃
除　

８
月
８
日
よ
り
12
日
ま
で

・
各
ご
家
庭
の
墓
地
の
清
掃
は
各
々
で
行
っ
て
頂
き
ま
す
。お
盆
の
期

間
が
始
ま
る
前
に
墓
地
の
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
寺
で
行
う
の
は
危
険
樹
木
の
伐
採
や
大
ま
か
な
通
路
の
清
掃
と
な

り
ま
す
。

○
お
盆
期
間
中
の
法
要　

　

精
霊
迎
え
法
要　

８
月
12
日　

午
後
６
時

・
蓮
華
の
形
を
し
た
蝋
燭
の
灯
で
御
霊
を
迎
え
ま
す
。法
要
後
は
参
加

者
各
家
に
蝋
燭
を
差
し
上
げ
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
。

精
霊
札
授
与　

８
月
13
日　

午
前
６
時
〜
午
後
５
時

・
例
年
通
り
、七
如
来
名
号（
精
霊
札
）を
授
与
し
ま
す
。

・
喪
中
の
家
以
外
は
赤
帯
の
袋
に
布
施
と
書
い
て
納
め
て
頂
け
れ
ば

結
構
か
と
存
じ
ま
す
。

新
亡
供
養　

８
月
14
日　

午
前
10
時

・
昨
年
の
８
月
か
ら
今
年
の
７
月
末
迄
に
逝
去
さ
れ
た
方
の
為
に
行

わ
れ
る
法
要
で
す
。新
亡
ご
家
族
の
方
に
は
改
め
て
ご
案
内
を
申
し

上
げ
ま
す
。

平
和
祈
願
戦
没
者
供
養
法
要　

８
月
15
日　

午
前
11
時
45
分　

・
戦
死
病
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
願
の
お
勤
め
で
す
。ご
自
由
に
ご
参

拝
く
だ
さ
い
。※
予
約
な
ど
は
不
要
で
す
。

精
霊
送
り
法
要　

８
月
16
日　

午
後
６
時

・
お
盆
の
各
自
宅
に
お
持
ち
頂
い
た
お
札
の
総
供
養
で
す
。

・
ど
な
た
で
も
お
参
り
し
て
頂
け
ま
す
。

・
お
札
は
16
日
午
後
６
時
ま
で
に
返
却
し
て
下
さ
い
。

○
盂
蘭
盆
会
供
養
塔
婆　

一
体
７
０
０
円

・
８
月
１
日
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

・
通
称
花
塔
婆
と
呼
ば
れ
る
盂
蘭
盆
会
供
養
塔
婆
は
ご
自
分
の
墓
地

は
も
ち
ろ
ん
、他
家
の
墓
地
に
お
参
り
し
た
際
の
供
養
の
お
し
る
し

に
お
供
え
く
だ
さ
い
。

〜
編
集
後
記
〜

　

今
回
の
会
報
は
大
判
ハ
ガ
キ
で
送
付
申
し
上
げ
ま
し
た
。情
報
量
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、少
し
で
も
多
く
の
方
に
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
い
う
念
願
を
形
に
し

た
も
の
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。所
蔵
書
画
の
紹
介
や
法
話
は
東
園
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式

f
a
c
e
b
o
o
k
で
随
時
公
開
し
て
い
ま
す
。ご
高
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

お
盆
に
向
け
て
危
険
樹
木
処
理
や
除
草
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、十
分
に
手
の
回
ら
ぬ
箇

所
も
ご
ざ
い
ま
す
。何
卒
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

東
園
寺
住
職　

千
坂
成
也

お
参
り
は
運
動
靴
で
！

　

ご
承
知
の
通
り
境
内
墓
地
ご
使
用
の
方
は
一
部
参
道
の
舗
装
が
未
整
備
の
箇
所
が
ご

ざ
い
ま
す
。山
道
に
相
応
し
い
靴
を
履
い
て
お
参
り
く
だ
さ
い
。

参
拝
者
用
駐
車
場

　

お
盆
中
は
駐
車
場
が
混
み
合
い
ま
す
。心
と
時
間
に
余
裕
を
お
持
ち
譲
り
合
い
の
上
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。お
墓
参
り
や
法
要
以
外
で
の
駐
車
場
の
ご
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。


